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吸音材料にかかわる各種定数について
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発泡ウレタンの透過損失と音速の実測値から求めた Biotの定数と

to巾 osityとの関係、 Zwikker& Kostenモデルと Lamb側モデルおよび

拡張 Lambertモデルの違いについて述べる。
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1.はじめに

我々は、超音波の非線形相互作用を利用し

た超指向性スピーカの研究を行っている。こ

のスピーカを屋内もしくは近距離で音のスポ

ットライトとして使う場合、可聴音を透過し

超音波成分を低減する音響フィルタが必要で

ある。このような要求を満たすものとして、

2枚の薄いプラスチック膜の聞に発泡ウレタ

ンを挟む構造の透過型音響フィルタを提案し

た(1)。また、発泡ウレタンの透過損失の周波

数特性を広帯域にわたって記述できる理論モ

デルが存在しなかったため、拡張 Zwikker & 

Kostenモデ、ルへ拡張 Lambertモデル{討を提

案した。

本報告では、 1kHz "'" 1阻Izの周波数範囲
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Fig.1 Schematic diagram of the experiment. 

の実測データに Zwikker& Kosten (略して Z

&K)モデノレ(4)、Lambertモデルペ拡張 Lambert

モデルを適用して Biotの複素関数(刷、空気の

体積弾性率、 tortuosity( 

2. 透過損失、音速の測定

Fig.1に 1kHz "'" 120kHzの測定系概略図を

示す。音の回り込みを防ぐためパッフル板を

用い、中央に 80mm角の試料を置く。音源は

1kHz "'" 10kHzにコーンスピーカ、 10kHz

120kHzにリボンツイータを用い、 118"コンデ

ンサマイクロホンで受波する。

Fig.2は 100kHz "'" 1閲Izの測定系である。

試料はアクリル枠にアルミ枠で挟み、送受波

とも Broad-BandAir-Coupled Transducer (略し

てBAT) を使用して測定した。

Fig.2 Schematic diagram for 100kHz "'" 1MHz. 


